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委員等から部会に提出された意見書
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１
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提
出

先
の

部
会

 ：
　

総
合

部
会

氏
名

：
　

仲
宗

根
　

君
枝

委
員
　
　
・
　
　
専
門
委
員
　
　
　
　
　
　
　

　
　
所
属
部
会
名
：
　
　
　
総
合
　
部
会

（
素

案
）

章
・
頁

・
行

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等

1
P

4
1
1

3
7
行

〜
3
8
行

平
成

2
9
年

に
4
4
人

と
基

準
値

よ
り

前
進

し
て

い
る

が
削

除
基

準
値

は
4
5
人

。
1
人

の
減

少
で

前
進

し
て

い
る

と
は

言
え

な
い

の
で

は
な

い
か

。

2
P

4
1
2

8
行

ニ
ー

ズ
の

掘
り

起
こ

し
を

図
る

充
実

を
図

る
原

文
だ

と
消

極
的

イ
メ

ー
ジ

が
あ

る
。

後
手

の
対

応
で

な
く
、

消
費

者
教

育
・
啓

発
の

積
極

的
対

応
と

す
る

。

3
P

4
1
3

9
行

消
費

者
ト

ラ
ブ

ル
の

未
然

防
止

複
雑

化
、

多
様

化
す

る
消

費
ト

ラ
ブ

ル
の

未
然

防
止

情
報

化
、

高
齢

化
等

に
よ

り
消

費
者

ト
ラ

ブ
ル

が
変

化
し

て
い

る
事

を
示

唆
す

る
た

め

4
P

4
2
9

2
0
行

〜
 2

3
行

県
民

の
社

会
参

加
〜

  
  
地

域
の

抱
え

る
課

題
も

複
雑

化
し

て
い

る
。

地
域

住
民

一
人

ひ
と

り
が

〜
拡

大
す

る
事

が
課

題
で

あ
る

。

県
民

の
社

会
参

加
〜

  
地

域
の

抱
え

る
課

題
も

複
雑

化
し

て
お

り
、

地
域

住
民

〜

原
文

の
ま

ま
だ

と
、

県
民

の
社

会
参

加
活

動
及

び
協

働
の

取
組

み
の

促
進

に
つ

い
て

は
、

地
域

の
抱

え
る

課
題

も
複

雑
化

し
て

い
る

。
と

な
り

、
主

語
と

述
語

が
か

み
合

わ
な

い
。

5
P

6
6
6

1
8
行

目
流

出
事

故
に

よ
る

土
壌

汚
染

や

前
の

ペ
ー

ジ
ま

で
の

環
境

問
題

や
そ

の
対

応
に

つ
い

て
、

土
壌

汚
染

に
つ

い
て

は
触

れ
て

な
い

。
ま

た
、

成
績

指
標

一
覧

に
も

土
壌

汚
染

の
調

査
結

果
等

の
掲

載
が

な
い

。
土

壌
汚

染
の

取
り

扱
い

は
如

何
に

。
触

れ
な

い
の

で
あ

れ
ば

削
除

し
て

は
ど

う
か

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（
沖

縄
振

興
計

画
）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）
に

対
す

る
意

見
）

意
　

見
　

書
　

様
　

式
　

（
　

修
　

正
　

文
　

案
　

用
　

）

環
境

部
会

へ
申

し
送

り
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提
出

す
る

部
会

 ：
総

合
部

会

氏
名

：
 大

城
則

子

　
　

　
（
所

属
部

会
名

：
　

福
祉

保
健

　
部

会
）

（
素

案
）

章
・
頁

・
行

本
　

　
　

文
意

　
　

見
 (

 修
　

正
　

文
　

案
　

等
 )

理
　

　
　

由
　

　
　

等

1

第
３

章
２

-
（
４

）
社

会
リ

ス
ク

セ
ー

フ
テ

ィ
ー

ネ
ッ

ト
の

確
立

P
4
1
1

　
3
3
～

3
9
行

　
交

通
安

全
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

飲
酒

運
転

の
取

り
締

ま
り

体
制

の
強

化
と

各
季

の
交

通
安

全
運

動
や

飲
酒

運
転

根
絶

県
民

大
会

、
高

校
生

に
よ

る
飲

酒
運

転
根

絶
メ

ッ
セ

ー
ジ

の
ラ

ジ
オ

C
M

、
交

通
信

号
機

の
集

中
制

御
化

、
事

故
危

険
箇

所
の

指
定

・
登

録
及

び
滑

り
止

め
舗

装
整

備
等

の
各

種
交

通
事

故
抑

制
対

策
を

推
進

し
た

。
　

こ
れ

ら
の

取
り

組
み

な
ど

に
よ

り
、

交
通

事
故

死
者

数
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
9
年

に
4
4
人

と
基

準
値

よ
り

前
進

し
て

い
る

が
、

近
年

、
高

齢
者

や
二

輪
車

事
故

等
が

増
加

傾
向

に
あ

り
、

目
標

値
の

達
成

に
向

け
て

一
層

の
施

策
推

進
が

必
要

で
あ

る
。

１
、

高
齢

者
に

よ
る

交
通

事
故

が
増

加
傾

向
に

あ
る

と
記

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
こ

れ
ま

で
高

齢
者

を
対

象
と

し
て

交
通

安
全

対
策

と
し

て
取

り
組

ん
だ

も
の

が
あ

れ
ば

記
述

し
て

い
た

だ
き

た
い

。
　

例
え

ば
、

高
齢

者
運

転
免

許
自

主
返

納
ｻ

ﾎ
ﾟｰ

ﾄ事
業

な
ど

　
近

年
、

高
齢

者
ド

ラ
イ

バ
ー

に
よ

る
事

故
が

増
え

社
会

問
題

と
な

っ
て

い
る

が
、

今
後

、
後

期
高

齢
者

が
増

え
認

知
機

能
や

判
断

力
が

低
下

す
る

高
齢

ド
ラ

イ
バ

ー
が

増
え

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

る
。

一
方

で
移

動
手

段
と

し
て

自
家

用
車

を
使

用
し

て
い

る
状

況
な

の
で

運
転

が
出

来
な

く
な

る
と

日
常

生
活

に
心

身
と

も
に

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

す
。

　
そ

の
た

め
、

高
齢

者
を

対
象

と
し

た
交

通
安

全
対

策
は

重
要

な
課

題
と

考
え

る
。

2

（
課

題
及

び
対

策
）

P
4
1
3

　
2
～

4
行

　
交

通
安

全
対

策
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

事
故

防
止

対
策

と
し

て
、

飲
酒

運
転

根
絶

を
図

る
た

め
「
沖

縄
県

飲
酒

運
転

根
絶

条
例

」
に

基
づ

い
た

各
種

対
策

を
推

進
す

る
ほ

か
、

信
号

機
の

増
設

を
始

め
、

老
朽

化
し

た
信

号
機

や
道

路
標

識
等

の
新

設
・
更

新
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

２
、

車
社

会
の

沖
縄

に
あ

っ
て

、
後

期
高

齢
者

や
認

知
症

高
齢

者
の

増
加

な
ど

高
齢

者
ド

ラ
イ

バ
ー

に
よ

る
事

故
防

止
は

今
後

の
交

通
安

全
対

策
の

主
要

な
課

題
と

考
え

る
の

で
課

題
及

び
対

策
に

追
記

す
る

こ
と

を
提

案
し

た
い

。
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：
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9
0
0
-
8
5
7
0
　

沖
縄

県
那

覇
市

泉
崎

1
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2
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2
　

沖
縄

県
保

健
医

療
総

務
課

　
新

垣

　
　

　
　

　
　

（
T
e
l：

0
9
8
-
8
6
6
-
2
1
6
9
　

／
F
A

X
：
0
9
8
-
8
6
6
-
2
6
3
8
　

　
E
-
m

ai
l：

ar
ak

am
sk

@
p
re

f.
o
ki

n
aw

a.
lg

.jp
　

）

※
「
沖

縄
2
1
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（
沖

縄
振

興
計

画
）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）
」
に

つ
い

て
、

ご
意

見
等

あ
り

ま
し

た
ら

ご
記

入
願

い
ま

す
。

※
意

見
に

つ
い

て
は

、
郵

送
、

F
A

X
又

は
メ

ー
ル

に
て

、
各

回
の

会
議

開
催

１
週

間
前

ま
で

に
提

出
願

い
ま

す
。

　
　

〆
切

を
過

ぎ
ま

す
と

、
翌

々
回

の
会

議
に

お
け

る
対

応
と

な
り

ま
す

の
で

、
あ

ら
か

じ
め

ご
了

承
く
だ

さ
い

。

（
沖

縄
２

１
世

紀
ビ

ジ
ョ

ン
基

本
計

画
（
沖

縄
振

興
計

画
）
等

総
点

検
報

告
書

（
素

案
）
に

対
す

る
意

見
）

意
見

書
様

式
（
修

正
文

案
用

）
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沖縄らしい優しい社会の概念について

令和元年８月26日

沖縄県振興審議会第２回総合部会

仲宗根君枝

21世紀ビジョンで目指す将来像の中の「沖縄らしい自然と歴

史、伝統文化を大切にする島」、「心豊かで安全・安心に暮ら

せる島」に相当するものと思う。

これらの具体的政策のうち、特に「心豊かで、安全・安心に暮

らせる島」の各施策については、沖縄らしさを特徴づける重要

な施策と思うが、課題が多い。取組みの強化望む。
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